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はじめに

慶應義塾大学大学院 薬学研究科
研究科委員長

教授 金澤 秀子

文部科学省「がん専門医療人材（がんプロフェショナル）養成プラン」第3期では、「多様な新ニーズに対応す
る『がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）』養成プラン」を全体のテーマとし、全国で11の拠点が形成さ
れています。慶應義塾大学薬学研究科は、医学研究科および健康マネジメント研究科とともに、東京医科歯
科大学を代表とする8大学12研究科からなる拠点に属しております。我々のグループでは「未来がん医療プロ
フェショナル養成プラン」を拠点テーマとして、各大学の先進的な取組みを将来のがん医療に活かせるような
特色ある活動が展開されています。2018年度は、薬学系においても、3研究科間（慶應義塾大学のほか東京
薬科大学、国際医療福祉大学）でそれぞれの活動に他大学の学生も参加できるように連携を取りながら研修
会や講演が行われました。
学内では、新しい形で大学院コース（薬学がん研究者養成コース）がスタートし、がんプロを意識した博士課

程のカリキュラムの変更を行いました。その一例として、がん臨床研修に単位が付与されるようになっておりま
す。インテンシブコースにおいても3回の研修会が開催され、学外者にも多数参加していただき、盛況のうち
に終了しております。進歩の著しいがん医療の現場でリーダーシップの取れる薬剤師、薬学研究者が、本学
のがんプロを通じて沢山育っていっていただければこれ程嬉しいことはありません。

慶應義塾大学大学院 薬学研究科
コーディネーター

教授 服部 豊

第3期がんプロも 2018年度は2年目を迎え、本格的に活動を開始いたしました。慶應義塾内では、がんプロ運
営委員会を発足し医学研究科・健康マネジメント研究科と定期的に密な議論を重ねております。今期がんプ
ロでは、がんゲノム、小児・若年者（AYA）がん、希少がん、多様なライフステージへの対応、緩和医療の教
育の推進などがキーワードになっております。これらを踏まえて、学内外の教職員の協力を得ながら特色ある
活動が開始されております。大学院コースでは、ゲノム医療を意識したがん専修特論が組まれ、これに加えて、
がん専門施設での臨床研修についても単位化を行っております。インテンシブコースとして薬剤師向けの研
修を2回（2018年6月、10月）、2019年1月にはゲノム医療をわかりやすく解説した一般市民向け講演会を行い
ました。薬剤師向け研修では、がんの薬物治療の安全性に関する講演会を6月に行い、10月には今年は胃が
んをテーマとして講義のあと小グループでの症例検討を行いました。これらには新人からベテランに至るまで
幅広い年齢層の方々にご参加いただき、この中には学会認定の各種がん専門資格をお持ちの方も多く、皆
様から大変高い評価を頂戴しております。なお、薬剤師向け研修は、慶應義塾大学認定薬剤師、日本臨床
腫瘍薬学会認定の外来がん治療認定薬剤師、日本医療薬学会のがん専門薬剤師の講習会として認定され、
該当する受講者には単位取得ができるようになっております。来年度以降は、これらをさらに充実させ、大学
院入学者、研修会参加者が増加することを望んでおります。



薬学研究科がんプロ実施体制

薬学部がんプロ運営委員会委員

化学療法学講座

教授 杉本 芳一

事業総括

学部長/研究科委員長

教授 金澤 秀子

薬学部がんプロ運営委員会委員

薬物治療学講座

准教授 齋藤 義正

薬学部がんプロ運営委員会委員

医療薬学・社会連携センター

社会薬学部門

教授 山浦 克典

薬学部がんプロ運営委員会委員

薬剤学講座

教授 登美 斉俊

薬学部がんプロ運営委員会委員

医療薬学・社会連携センター

医療薬学部門

教授 中村 智徳

薬学部がんプロ運営委員会委員

薬効解析学講座

教授 松元 一明

薬学部がんプロ運営委員会委員

病院薬学講座

准教授 青森 達

未来がん医療プロフェッショナル養成
プラン専門部会 薬剤師部会担当

薬学部がんプロ運営委員会委員

コーディネーター

病態生理学講座

教授 服部 豊

医療薬学・社会連携センター

医療薬学部門

専任講師 河添 仁

医療薬学・社会連携センター

医療薬学部門

助教 横山 雄太
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2018年6月10日(日)

9:50～13:00

慶應義塾大学 芝共立キャンパス

受講資格：薬剤師

受 講 者 ：112名
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河添 仁 博士 (薬学)

慶應義塾大学薬学部 医療薬学・社会連携センター 医療薬学部門

<学歴・職歴>

2001年 徳島大学薬学部 卒業

2003年 徳島大学大学院博士前期課程 修了

2003年 札幌東徳洲会病院薬剤部

2003年 香川医科大学医学部附属病院薬剤部

2004年 香川大学医学部附属病院薬剤部

2008年 徳島大学大学院博士後期課程 修了

2008年 愛媛大学医学部附属病院薬剤部

2013年 愛媛大学医学部附属病院薬剤部 主任

2016年 松山大学薬学部 非常勤講師兼任

2018年 慶應義塾大学薬学部 医療薬学・社会連携センター 医療薬学部門 専任講師

現在に至る

<認定資格>

日本医療薬学会 がん専門薬剤師・がん指導薬剤師

日本医療薬学会 認定薬剤師・指導薬剤師

日本病院薬剤師会 生涯研修履修認定薬剤師

日本病院薬剤師会 認定指導薬剤師

日本薬剤師研修センター 認定薬剤師

日本薬剤師研修センター 認定実務実習指導薬剤師

<所属学会>

日本医療薬学会

日本臨床腫瘍学会

日本臨床腫瘍薬学会

<社会貢献>

日本臨床腫瘍薬学会 会誌編集委員

<賞罰>

2017年 日本医療薬学会 奨励賞受賞

<主要著書>

・外来治療をサポートする がん薬物療法マネジメントブック、じほう、2016年9月発行

・がん化学療法 レジメン管理マニュアル 第2版、医学書院、2016年6月発行

・臨床の疑問に答える がん薬物療法アップデート、じほう、2016年1月発行
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2018年 6月10日（日）
9:50 - 13:00 (受付 9：00～）

■主催：慶應義塾大学薬学部
■共催：文部科学省 多様な新ニーズに対応する

「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

未来がん医療プロフェッショナル養成プラン

・定員 ： 50名 ／ 受講料 ： 2,500円
・申込締切 ： 6月3日(日）
・会場 ： 慶應義塾大学 芝共立キャンパス 1号館B1階 マルチメディア講堂

日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師講習（研修）認定／日本医療薬学会 がん専門薬剤師講習会・教育セミナー認定

＜取得可能単位＞

・慶應義塾大学薬学部 生涯研修認定単位 2単位
・日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師講習（研修）認定単位 2単位
・日本医療薬学会 がん専門薬剤師講習会・教育セミナー認定単位 1単位

■問い合わせ先：慶應義塾大学大学院薬学研究科
がんプロフェッショナル事務局

〒105-8512 東京都港区芝公園1-5-30
E-mail：kyg-sympo2@adst.keio.ac.jp

みんなで学ぼう安全ながん治療への薬学的介入
～医療連携、副作用マネジメントを中心に～

【講座情報】
第一部として、経口抗がん剤治療における医療連携を紹介する。
医薬分業では全国の院外処方率が75%を超え、地域包括ケアシ

ステムに向けて保険薬局の果たす役割は大きい。そこで、愛媛
大学医学部附属病院と保険薬局における双方向性の情報共有
の取り組みとアウトカム、現状の課題、その克服に向けた将来展
望を概説する。

第二部として、がん化学療法誘発悪心・嘔吐の副作用マネジメン
トを紹介する。薬剤師は科学的根拠に基づく介入や臨床研究を
通して、安全ながん治療へ貢献する必要がある。そこで、国内外
制吐療法ガイドライン、最新のエビデンス、薬学的介入とアウトカ
ム、SNPsに基づく個別化の展望を概説する。

2001年 徳島大学薬学部 卒業
2008年 徳島大学大学院博士後期課程 修了
2013年 愛媛大学医学部附属病院薬剤部 主任
2016年 松山大学薬学部 非常勤講師兼任
2018年 慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携センター

医療薬学部門 専任講師
現在に至る

■講師のプロフィール

河添 仁
慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携セン
ター医療薬学部門 専任講師

＜申込方法＞
・下記生涯学習Ｗｅｂサイトからお申込下さい。

受講料の振込みをもって受講申込となります。
・ＨＰ https://cpec.pha.keio.ac.jp/o_class/list.html
＊個人情報の取扱：申込時に提供された個人情報は受講者管

理及び御案内の発送以外の目的には使用いたしません。

慶應義塾大学薬学部公開講座

第1回がんプロフェッショナル研修会

2018年度
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第 １ 回 がんプロフェッショナル研修会 アンケート集計結果

（受講者数：112名 回収枚数：98枚）

（１）性別 男：25名
女：73名
無回答：0名

（２）年齢 20歳代：15名
30歳代：21名
40歳代：22名
50歳代：32名
60歳以上：8名
無回答：9名

（３）職業（資格）

がん専門薬剤師：0名
がん指導薬剤師：0名
がん薬物療法認定薬剤師：2名
外来がん治療認定薬剤師：2名
上記認定は受けていない：87名
その他：2名
無回答：5名

（４）今後、がん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤
師、がん指導薬剤師、外来がん治療認定薬剤師
の資格を取得する予定はありますか。

はい： 36名
いいえ：53名
その他：0名
無回答：9名

26%

74%

0%

男

女

無回答

14%

20%

21%

30%

7%

8%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

無回答

0%0% 2% 2%

89%

2%

5

がん専門薬剤師

がん指導薬剤師

がん薬物療法認定

薬剤師

外来がん治療認定

薬剤師

上記認定は受けて

いない

37%

54%

0%
9%

はい

いいえ

その他

無回答
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（５）今回取得する認定単位をどのように使用
しますか。（複数回答）

・認定薬剤師
（新規：17名 更新：54名）

・がん専門薬剤師
（新規：11名 更新：1名）

・外来がん治療認定薬剤師
（新規：27名 更新：3名）

・無回答：5名

（６）本研修会は、どのような方法で知りましたか。

ポスター：7名
大学からのメール・通達：54名
がんプロホームページ：6名
知人からの紹介：9名
その他：22名
無回答：0名

（７）本研修会に参加して頂いた理由は何でしょうか。
（複数回答）

講師が良かったから：6名
自分自身にとって必要と思ったから：84名
都合がついたから：15名
参加要請があったから：3名
その他：3名
無回答：1名

17

54

11

1

27

3 5

0

10

20

30

40

50

60

新規 更新 新規 更新 新規 更新

認定薬剤師 がん専門薬剤師 外来がん治療認定

薬剤師

無回答

7%

55%6%

9%

23%
ポスター

大学からのメール・

通達

がんプロホームペー

ジ

知人からの紹介

その他

無回答

6

84

15

3

3

1

0 20 40 60 80 100

講師がよかったから

自分自身にとって必要と思った…

都合がついたから

参加要請があったから

その他

無回答
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（８）本講演会について感想をお聞かせ下さい。

大変満足：44名
満足：39名
普通：8名
不満足：0名
大変不満：0名
無回答：7名

45%

40%

8%

0%0% 7%

大変満足

満足

普通

不満足

大変不満足

無回答

（９）研修会の内容について理解できましたか。

良く理解できた：47名
理解できた：41名
どちらともいえない：6名
あまり理解できなかった：0名
全く理解できなかった：0名
無回答：5名

48%

41%

6%
0% 0%5% よく理解できた

理解できた

どちらともいえない

あまり理解できな

かった

全く理解できなかっ

た

無回答

＊４又は５と回答された方へ。差し支えなければその理由をお聞かせください。

･ 調剤薬局に勤務している薬剤師ですが、がんの患者が増えてきています。病院の
薬剤師との連携が本当に必要だと思います。今後勉強して薬物療法がうまくいく
よう努力していきます。長い時間でしたが、とても素晴らしく理解できました。
ありがとうございました。

･ 少し難しいところがありました。

（10）本講演会に関する感想、ご意見などを自由にお書きください。

･ 在宅医療が推進される中で、患者さんに何を伝え、何を考えて対応すればいいのかを感じることがで
きました。

･ 最近のがん治療を教えていただいてとても役立ちました。田舎の勉強会はメーカーの製品説明会に
なっています。ためになりません。薬薬連携は難しいことと思います。病院薬剤師は医療人ですが、
薬局薬剤師は商人になっていると思います。薬局は開設がどの方でも開くことができるので利益追求
になっています。

･ 大変分かりやすい説明で論文の内容も理解することができました。日本と海外の現状、制吐剤の使用
について勉強させていただきました。今後の業務に生かしていきたいと思います。

･ とても理解しやすく、先生の実際に行われた指導などが心にひびきました。前に愛媛大学のTS1の流涙
の講演会をきいて実際にヒアレインから点眼液をかえた事があります。明日から、はき気等で苦しん
でいる患者さんになにかよいアドバイスができればいいなあと思っています。調剤薬局にすすめられ
る食事なども教えていただけるとありがたいです。はずかしいですがオランザピンが処方されている
患者さんにガンになり精神的に安定するのかと思っていた事がありました。本当に勉強になります。

･ 講義時間、題目数が良い配分だった。
･ 制吐の手法がよくわかりました。
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（１１）今後の研修会にも参加したいと思いますか。

是非参加したい：43名
参加したい：43名
どちらともいえない：8名
あまり参加したくない：0名
参加したくない：0名
無回答：4名 44%

44%

8%

0%
0%

4%
是非参加したい

参加したい

どちらともいえない

あまり参加したくな

い

参加したくない

無回答

・薬薬連携をする事が目的ではなく、それによって如何にアウトカムを良くし、患者さんをハッピーにす
るかが重要なのだと改めて認識しました。

・がん治療の第一線で活躍されている河添先生のデータも用いたお話がとてもわかりやすく、自分の中で
頭の整理が出来ました。

・制吐剤の使用法、ガイドラインなど具体的で分かりやすかった。実際の患者さんでのデータから解析さ
れている点も納得できる。院内での支持療法の取りくみも知ることができた。

・今のがん治療の進歩する様子がわかりました。これからがん治療に対する知識を深めたいと思いました。
・普段の業務で行っていることでも論文の結果を絡めて説明していただき、深く理解できたと思います。
・抗がん剤処方箋を受けることは、現在の薬局ではほとんどありませんが、精神科クリニック門前である

ため、現在ガン治療中でうつ症状、又は自分が手術を受けた後、又は家族で大変な不安を抱えている方
に接することが多いので参考になります。

・抗がん剤治療中の患者さんは来局していないのですが、来局した際ていねいな説明対応ができるよう本
日勉強したことを生かしていきたいと思います。

・薬々連携の具体例を提示していただいて大変参考になった。とてもわかり易く説明していただいた。
・日々触れている制吐剤についてわかりやすい講演を聞くことができて、明日からの臨床に役立てたいと

思います。
・薬剤師はドクターと同じに臨床試験ができるのだと知りました。
・抗がん剤の制吐剤について理解が深まった。
・未来につながる治療の有用性を実感した。

（１２）今後、多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プランの
企画等への希望や期待することなど、自由にご意見をお書きください。

･ 病院か薬局か、どの部位か、どれ位の進行状況かと、とても広い範囲のことなので、少し分けて企画して
いただけると参加しやすいと思います。

･ 日曜日の開催を多く行っていただききたいです。
･ 癌に関する認定には、症例報告など一般薬局勤務には難しい事であるため、専門の方に対する講義と併行

して、底辺の底上げをするためにも、今回のような内容を生涯学習公開講座に取り入れていただきたいで
す。

･ 疼痛プログラムも楽しみにしています。
･ がん治療が高度化し、新薬も出てくる中で、医療費が高額になる問題に対して、がん専門薬剤師がどう関

わっていけば良いか道筋を示していただけたらと思います。
･ 保険薬局にて勤務しております。レジメンについて詳しく教えて頂きたいです。麻薬の使い分けについて

もお願い致します。
･ 支持療法、処方への介入の勉強会をお願いしたい。
･ CAR－T療法の概要と薬剤師が介入出来る場面に関して。統計、論文解析の仕方。副作用マネジメント

（脱毛、しびれ）。ネガティブな情報（副作用）の患者への指導の仕方など。

9



（１２）今後、多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン
の企画等への希望や期待することなど、自由にご意見をお書きください。 （つづき）

･ このがんプロシリーズに継続して参加させていただいているので、もっと回数を増やしていただきた
い。いつもとても勉強になります。

･ ガンの領域の進歩はあまりにもダイナミックで臨床のスピードについてゆくのがとても大変。基本と
アップデート区別しての学びの必要性を感じる。また基本の基本のところで、薬学部の先生の話を聞
きたい。

･ 調剤薬局に勤務していると、様々なガン治療を受けている患者さんと接します。最近は血液ガンの患
者さんが多いところで勤務していますので、個々のガンについて、もう少し踏み込んだ講座があれば
参加したいと思います。

･ AYA世代、小児ガンについての講義があれば是非参加したいです。
･ Hｐ薬剤師との知識差に愕然とします。大学レベルで今教えている事も、卒後数十年の薬局薬剤師には

フォローできぬ事もあるし。基礎講座みたいなのも、例えばE-learningでやってもらえたらと思うので
すが。薬々連携できる場で,役に立ちたいと、大学Hｐ門前に転職した薬局薬剤師からのお願いです。ま
た面で対応している薬局の薬剤師が、何もしていないわけではなく、努力を自分なりにしたいが、分
からない中模索する状況に役立つツールを作ってもらえないかとも思います。

･ 血液がんなど、あまり学べない分野にも、焦点をあてていただきたい。
･ 人材養成については、基礎～応用といったシステマチックにベース０のところからでもわかるという

ような養成システムの構築を希望します。
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2
0.75 mg day 1

16/4-8 mg day 1-3

1
40 g/kg day 1

16/4-8 mg day 1-3

R
or

1:1
n=1,143

Cochran-Mantel-Haenszel testn=1,114

2
0.75 mg day 1

125/80 mg day 1-3
9.9/6.6 mg day 1-4

1
1 mg day 1

125/80 mg day 1-3
9.9/6.6 mg day 1-4

R
1:1n=842

Exact Cochran-Mantel-Haenszel testn=827
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3
( ) day 1-3(1)

day 1
6.6/4-8 mg day 1-3

2
day 1

9.9/8 mg day 1-3

R
1:1n=413

n=370 Chi-square test

0.1 1 10

n=1,190 Mantel-Haenszel random effects model

Chi-square test
(n=157) (n=213)

n=370
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3
125/80 mg day 1-3

1 mg day 1
3.3/6.6 mg day 1

4 mg day 2-3

2
0.75 mg day 1

6.6/8 mg day 1-3
or

n=59 

n=24

Chi-square testn=83

Fisher’s exact test
n=59 n=24 n=333 n=111

2
n=333

3
n=111

19,463 5,589 

14,426 3,781
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3
150 mg day 1

day 1
day 2-3

20 mg day 1

2
day 1
day 1-3

20 mg day 1

R
1:1

n=1,015

Cochran-Mantel-Haenszel chi-square test stratified by sexn=1,000

3
125/80 mg day 1-3

day 1
20 mg day 1

2
day 1-3
day 1

20 mg day 1

R
1:1n=307
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Fisher’s exact testn=297

3
125/80 mg day 1-3

1 mg day 1
12/4 mg day 1-3

2
day 1-3

1 mg day 1
20/8 mg day 1-3

Ror

1:1n=94
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D1

D4

D2

5-HT2A

5-HT2c

5-HT6

H1

M
1

4
10 mg day 1-4

( ) day 1-3(1)
day 1

12/8 mg day 1-4

3
day 1-4

( ) day 1-3(1)
day 1

12/8 mg day 1-4

R
or

1:1
n=401

n=380 Chi-square test

10 mg day 1-3
day 1-3

30 mg day 1-3

R
or

1:1
n=276

n=108 Chi-square test
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10 mg
10 mg day 1-4

( ) day 1-3(1)
day 1

12/8 mg day 1-4

5 mg
5 mg day 1-4

( ) day 1-3(1)
day 1

12/8 mg day 1-4

R
1:1n=153

n=153

(55 or )

(70 mg/m2 or )

4
5 mg day 1-4

( ) day 1-3(1)
0.75 mg day 1

9.9/6.6 mg day 1-4

3
day 1-4

( ) day 1-3(1)
0.75 mg day 1

9.9/6.6 mg day 1-4

R
1:1n=690

Ongoing
3

125/80 mg day 1-3
0.75 mg day 1

9.9/6.6 mg day 1-4

4
5 mg day 1-4

125/80 mg day 1-3
0.75 mg day 1

9.9/6.6 mg day 1-4

n=108

n=22
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Fisher’s exact testn=130 n=130

0.1 1 10

n=1,549 Multivariate logistic regression analysis
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0.1 1 10

n=1,910 Multivariate logistic regression analysis n=103 Receiver operating characteristic curve

0.01 0.1 1 10 100

n=103 Multivariate logistic regression analysis

Gefitinib
Erlotinib
Afatinib

Osimertinib

31



n=156

Success
Failure

0.1 1 10

n=125 Multivariate logistic regression analysis

hypothesis

Develop 
protocol

Conduct 
research

Analysis and critical 
appraisal  of the results

Research question

Feedback to the 
practice

Evidence

EvidenceKARNG BULSUK HP, http://www.bulsuk.com/
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2018年10月14日(日)

9:30～16:50

慶應義塾大学 芝共立キャンパス

受講資格：薬剤師

受 講 者 ：34名
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■主催：慶應義塾大学薬学部
■共催：文部科学省 多様な新ニーズに対応する

「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

未来がん医療プロフェッショナル養成プラン

・定員 ： 30名 ／ 受講料 ： 3,000円
・申込締切 ： ９月１４日(金）
・会場 ： 慶應義塾大学 芝共立キャンパス ３号館１１階 １１０１会議室

日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師講習（研修）認定／日本医療薬学会 がん専門薬剤師講習会・教育セミナー認定

＜取得可能単位＞

・慶應義塾大学薬学部 生涯研修認定単位 4単位
・日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師講習（研修）認定単位 3単位
・日本医療薬学会 がん専門薬剤師講習会・教育セミナー認定単位 2単位

*終了後、症例サマリーを作成、期日までに提出して頂きます。プログラム全てを受講し、
課題を提出した受講者にのみ単位認定いたします。

■問い合わせ先：慶應義塾大学大学院薬学研究科
がんプロフェッショナル事務局

〒105-8512 東京都港区芝公園1-5-30
E-mail：kyg-sympo2(a)adst.keio.ac.jp

～胃がん化学療法患者に対するファーマシューティカルケア～

＜申込方法＞
・下記生涯学習Ｗｅｂサイトからお申込下さい。

受講料の振込みをもって受講申込となります。
・ＨＰ https://cpec.pha.keio.ac.jp/o_class/list.html
＊個人情報の取扱：申込時に提供された個人情報は受講者管

理及び御案内の発送以外の目的には使用いたしません。

慶應義塾大学薬学部公開講座

第2回がんプロフェッショナル研修会

2018年度

プログラム／午
前

9:35～ 9:50   Opening Remarks
講師：川上 和宜（公益財団法人がん研究会有明病院医療安全管理部/薬剤部 主任）

9:50～10:30 〔講演〕 「胃がん治療において薬剤師が知っておくべき知識（術式から抗がん薬治療まで）」

大里 洋一（独立行政法人国立病院機構東京医療センター薬剤部）

10:30～10:50 〔講演〕 「地域中核病院側から地域連携における取り組み」

国吉 央城（医療法人社団愛友会上尾中央総合病院薬剤部 主任）

10:50～11:30 〔講演〕 「保険調剤薬局で外来がん治療認定薬剤師を取得した後の取り組み」

水井 亮（あおば薬局）

11:40～12:10    〔症例検討〕 「胃がん患者に対する副作用評価と治療マネージメント

大橋 養賢（独立行政法人国立病院機構東京医療センター 薬剤部）

13:00～15:05   スモールグループディスカッション
15:15～16:00 発表・ロールプレイ
16:00～16:50   解説・質疑応答

谷川 大夢（東海大学医学部付属病院 薬剤部）
緑川 武志（みどりの薬局）
中田 英夫（慶應義塾大学病院 薬剤部）

プログラム／午
後

＜ファシリテーター＞
川上 和宜（がん研究会有明病院医療安全管理部/薬剤部 主任）
葉山 達也（日本大学医学部附属板橋病院 薬剤部）
中島 寿久（国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院 薬剤部）

～副作用評価と治療マネージメントを学ぶ～」
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第 2 回 がんプロフェッショナル研修会 アンケート集計結果

（受講者数：34名 回収枚数：32枚）

（１）性別 男：10名
女：22名
無回答：0名

（２）年齢 20歳代：13名
30歳代：5名
40歳代：3名
50歳代：7名
60歳以上：4名
無回答：0名

（３）資格

病院・診療時勤務薬剤師：12名
がん指導薬剤師：17名
がん薬物療法認定薬剤師：2名
外来がん治療認定薬剤師：1名

31%

69%

0%

男

女

無回答

41%

16%

9%

22%

12% 0%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

無回答

（4）職業（資格）

がん専門薬剤師：0名
がん指導薬剤師：0名
がん薬物療法認定薬剤師：0名
外来がん治療認定薬剤師：1名
上記認定は受けていない：30名
無回答：1名

38%

53%

6% 3%

病院・診療時勤務薬

剤師

がん指導薬剤師

がん薬物療法認定

薬剤師

外来がん治療認定

薬剤師

0%0% 0% 3%

94%

3% がん専門薬剤師

がん指導薬剤師

がん薬物療法認定薬

剤師

外来がん治療認定薬

剤師

上記認定は受けてい

ない

無回答
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（５）今後、がん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤
師、がん指導薬剤師、外来がん治療認定薬剤師
の資格を取得する予定はありますか。
はい：17名
（内13名：外来がん治療認定薬剤師を取得予定

内 2名：がん専門薬剤師を取得予定）

いいえ：9名
無回答：0名

48%

26%

26%

はい

いいえ

無回答

（6）今回取得する認定単位をどのように使用
しますか。（複数回答）

・認定薬剤師
（新規：7名 更新：13名 未回答：1名）

・がん専門薬剤師
（新規：6名 更新：0名）

・外来がん治療認定薬剤師
（新規：12名 更新：0名 未回答：1名）

・無回答：4名

7

13

6

0

12

0

4

0

2

4

6

8

10

12

14

新規 更新 新規 更新 新規 更新

認定薬剤師 がん専門薬剤師 外来がん治療認

定薬剤師

無回答

（７）本研修会は、どのような方法で知りましたか。

ポスター：1名
大学からのメール・通達：13名
がんプロホームページ：5名
知人からの紹介：9名
その他：3名
（東京都病院薬剤師会HP、慶應義塾HP、都病薬HP）
無回答：1名 3%

41%

16%

28%

9%
3% ポスター

大学からのメール・通

達

がんプロホームページ

知人からの紹介

その他

無回答
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（８）本研修会に参加して頂いた理由は何でしょうか。
（複数回答）

講師が良かったから：4名
自分自身にとって必要と思ったから：29名
都合がついたから：0名
参加要請があったから：2名
その他：2名（内容に興味があったから）
無回答：1名

（９）本研修会の各講演ならびに総合討論について感想をお聞かせ下さい。

講演
「胃がんにおいて薬剤師が知っておくべき
知識（術式から抗がん薬治療まで）」

大変満足：18名
満足：13名
普通：1名
不満足：0名
大変不満：0名
無回答：0名

56%

41%

3% 0%0% 0%

大変満足

満足

普通

不満足

大変不満足

無回答

講演
「地域中核病院側から地域連携における取り組み」

大変満足：17名
満足：11名
普通：3名
不満足：1名
大変不満：0名
無回答：0名

53%
35%

9% 3% 0%
0%

大変満足

満足

普通

不満足

大変不満足

無回答
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講演
「保険調剤薬局で外来がん治療認定薬剤師を取得した
後の取り組み」

大変満足：12名
満足：13名
普通：7名
不満足：0名
大変不満：0名
無回答：0名

症例検討
「胃がん患者に対する副作用評価と治療マネージメント

～副作用評価と治療マネージメントを学ぶ～」

大変満足：18名
満足：12名
普通：2名
不満足：0名
大変不満：0名
無回答：0名

総合討論

大変満足：20名
満足：8名
普通：3名
不満足：0名
大変不満：0名
無回答：1名

37%

41%

22%
0%

0%0%

大変満足

満足

普通

不満足

大変不満足

無回答

56%
38%

6%
0%0%

0%

大変満足

満足

普通

不満足

大変不満足

無回答

63%

25%

9%
0%0% 3%

大変満足

満足

普通

不満足

大変不満足

無回答
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講演、総合討論にご意見があればお聞かせください。

･ とても勉強になりました。明日からの投薬にいかしていきたいと思います。
･ 病院、薬局、様々な仕事環境の人が集まって討論することで、いろいろな観点で意見が出て自分だ

けでは考えられなかったことも知識として入手できてよかった。ペーパーでは得られない良い体験で
した。

･ まさに明日の投薬に役立つ討論、講演でした。病院薬剤師さんたちのレベルの高さに感心しました。
次回もぜひ参加したい研修会です。

･ 薬薬連携をしっかりと取れることができ、今後に活かしたいと思った。
･ 実践に即した具体的な事例検討、ディスカッションができとても有意義でした。
･ グループワークをすることで、気付かなかった視点をたくさん提示していただけて大変勉強になりま

した。予習は必要でしたが、わからなかったところを講義で教えていただいて助かりました。

（１０）研修会の内容について理解できましたか。

良く理解できた：19名
理解できた：10名
どちらともいえない：1名
あまり理解できなかった：0名
全く理解できなかった：0名
無回答：2名

（１１）研修会に関する感想、ご意見などを自由にお書きください。

･ これからますますガンの患者さんが外来で出てきます。このような会に参加し勉強していきたいと思
います。

･ 業務上あまり体験がなく参加が不安でしたが、参加することで新たな視点に気付き、また互いに刺激
できたのでよい機会と思いました。また参加したい。

･ 保険薬局で活躍する外来がん治療認定薬剤師の取り組みの様な薬局と病院を相互行ききする様な取り
組みをもっと知りたいと思いました。

･ 他の人の意見を聞くことで自分にはなかった視点に気付くことができました。わからなかった事も、
チューターの先生にサポートしていただき解決することができました。

･ 熱心な講師陣、積極的な薬剤師の皆さんと、活発にディスカッションでき、有意義な一日でした。
･ 各講義も順序だてて説明され、理解しやすく大変勉強になりました。スモールグループディスカッ

ションは、病院薬剤師さんと一緒に検討し、処方の見方の違いを感じました。薬薬連携の大切さ重要
さを改めて感じました。

･ 講義を聴いてからのスモールグループディスカッションという形だったので、とても勉強になりまし
た。

･ ガン副作用のステージより薬の減量など多くの知識が得られ大変勉強になりました。

（１２）今後のシンポジウム／セミナー／研修会にも
参加したいと思いますか。

是非参加したい：16名
参加したい：11名
どちらともいえない：2名
あまり参加したくない：0名
参加したくない：0名
無回答：3名

60%

31%

3%

0%
0%

6%
良く理解できた

理解できた

どちらともいえない

あまり理解できな

かった

全く理解できなかっ

た

無回答

50%

35%

6%
0%0% 9%

是非参加したい

参加したい

どちらともいえない

あまり参加したくない

参加したくない

無回答

＊４又は５と回答された方へ。差し支えなけれ
ばその理由をお聞かせください。

･ 難しい所もありましたが、とてもよく理解で
きました。とくに副作用など、開局薬剤師が
気づかなければいけない事がわかりました。
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（１３）今後、多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プランの
企画等への希望や期待することなど、自由にご意見をお書きください。

･ 開局薬剤師にとってのガンの治療はハードルが高いものでしたが、病院内での治療、その後処方箋を
もってこられる患者への対応と連携していかなければならない課題等も沢山あります。また検査値の読
み方なども指導していただいたり、外来でも、副作用なく薬物治療が出来る事は患者にとっても幸せに
つながると思います。

･ 外来でのがん治療を行うケースが今後増え、病院門前以外でも対応が増えると思われます。資格有無に
関わらず、学習、考える力をつけることが大事だと思います。また企画があればよろしくお願いします。

･ 薬薬連携についてより考えるようになりました。ありがとうございます。
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川上 和宜 （かわかみ かずよし）

公益財団法人がん研究会有明病院 医療安全管理部/薬剤部 主任

【学歴】

1998年 昭和薬科大学 薬学部 生物薬学科 卒業

2000年 昭和薬科大学大学院 修士課程 薬学研究科 医療薬学専攻 修了

2013年 博士（薬学）

【職歴】

2000年 財団法人癌研究会付属病院 薬剤部 入職

2007年 財団法人癌研有明病院 薬剤部 病棟活動担当チーフ

2011年 公益財団法人がん研究会がん研有明病院 薬剤部主任(研修担当)

2015年 公益財団法人がん研究会がん研有明病院 薬剤部調剤室長代理

2016年 公益財団法人がん研究会がん研有明病院 医療安全管理部/薬剤部

現在に至る

【認定】

日本医療薬学会認定がん指導薬剤師、がん専門薬剤師、認定薬剤師、指導薬剤師

【所属学会】

日本医療薬学会

日本臨床腫瘍学会

日本緩和医療薬学会

日本薬学会

【主要著書】

今日の治療薬2018 (南江堂)

がん化学療法レジメン管理マニュアル (医学書院)

がん薬物療法副作用管理マニュアル（医学書院）
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Opening Remarks

Lancet, 390, 2461-2471, 2017.

QOL
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大里 洋一（おおさと よういち）

独立行政法人国立病院機構東京医療センター 薬剤部

【職歴・学歴】

2004年東京薬科大学薬学部卒業後、都内私立大学病院薬剤部に入職。在籍時、2008年に米国M.D. 

Anderson Cancer Centerにて5週間のチーム医療などを学ぶ研修のため留学。その後、Japan 

TeamOncology Program (J-TOP) のチューターとなる。2014年同大学病院社会人大学院卒業後退職。

2014年に現職である独立行政法人国立病院機構東京医療センター薬剤部に入職し現在に至る。

所属学会は日本医療薬学会、日本病院薬剤師会、日本臨床腫瘍薬学会、日本臨床腫瘍学会。

特に日本臨床腫瘍薬学会では会員委員会に所属している。

また、米国留学中に同施設のFaculty Developmentで受講したコミュニケーションの心理学的支援ツー

ルであるMyers Briggs Type Indicator (MBTI®) の資格を帰国後取得し、現在MBTI認定ユーザーとしても

活動中。

【参考サイト】

NCCN Guide line “Gastric Cancer”

国立がん研究センター がん情報サービス

日本癌治療学会 がん診療ガイドライン

日本胃癌学会 ホームページ

消化器がん治療の広場
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ONO Oncology
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国吉 央城（くによし おうき） 

医療法人社団愛友会上尾中央総合病院 薬剤部 主任 

 

【学歴・職歴】 

2007年 明治薬科大学 薬学部 薬剤学科 卒業 

2007年 上尾中央総合病院 薬剤部 入職 

現在に至る 

【資格】 

日本病院薬剤師会  がん薬物療法認定薬剤師 

日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師 

埼玉県病院薬剤師会 生涯研修認定薬剤師 

 

【所属学会】 

日本病院薬剤師会 

日本医療薬学会 

日本臨床腫瘍学会 

日本癌治療学会 

日本臨床腫瘍薬学会 
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000115267.html

35/639

33/658

61



62



水井 亮（みずい りょう）

株式会社白岡薬局 あおば薬局 主任

【学歴・職歴】

2006年 昭和薬科大学 薬学部 生物薬学科 卒業

2009年 株式会社エープラン かしわざ薬局 入職

2014年 株式会社白岡薬局 あおば薬局へ異動

現在に至る

【資格】

日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師

日本薬剤師研修センター 研修認定薬剤師

【所属学会】

日本臨床腫瘍薬学会
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大橋 養賢（おおはし やすかた）

所属；国立病院機構東京医療センター 薬剤部 がん薬物療法研修マネージャー

【学歴】

2001年3月 東邦大学 薬学部 衛生薬学科 卒業

2003年3月 富山医科薬科大学大学院 薬学研究科 博士前期課程修了

【職歴】

2003年4月～ 静岡県立静岡がんセンター 薬剤部

2012年7月～ 国立病院機構東京医療センター 薬剤科

2015年4月～ 国立病院機構東京医療センター 薬剤部（名称改変）

【所属学会】

日本臨床腫瘍学会、日本肺癌学会、日本造血細胞移植学会、日本臨床薬理学会、日本医療薬学会、

日本医薬品情報学会、日本臨床腫瘍薬学会（JASPO）、日本がん薬剤学会（JSOPP）

【認定資格】

日本医療薬学会認定 がん指導薬剤師

日本医療薬学会認定 がん専門薬剤師

日本病院薬剤師会認定 がん薬物療法認定薬剤師

【主要著書】

・胃癌治療ガイドライン 医師用 2018年1月改訂 第5版 金原出版

・新臨床腫瘍学 改訂第4版 南江堂

・がん診療レジデントマニュアル第7版 医学書院

・改訂第5版がん化学療法レジメンハンドブック 羊土社

・がん薬物療法副作用管理マニュアル 医学書院
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2019年1月20日(日)

13:30～15:00

慶應義塾大学 芝共立キャンパス

受 講 者 ：107名
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野口 耕司（のぐち こうじ）

慶應義塾大学薬学部化学療法学講座 准教授

【学歴・職歴】

1991年 東京大学薬学部卒業

1995年 日本学術振興会・特別研究員

1996年 東京大学大学院薬学系研究科博士課程修了・博士（薬学）

1996年 国立がんセンター研究所（現 国立がん研究センター研究所）・研究員

2000年 国立感染症研究所・研究員

2002年 同上・主任研究官

2004年 米国 National Research Council・Research Associate

2004年 米国 National Institute of Health・Visiting Scientist

2007年 共立薬科大学・准教授

2008年 慶應義塾大学・准教授

【学会活動】

日本癌学会（評議員）、日本がん分子標的治療学会（評議員）、日本薬学会、日本分子生物学会、

日本ウイルス学会
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2019年 1月20日（日）
13:30-15:00 (受付13：00～）

慶應義塾大学薬学部 第3回がんプロフェッショナル研修会

「市民公開講座」

薬学で学ぶ：

がんゲノム医療と分子標的治療薬

・定員：200名（先着順）／受講料：無料
・対象：どなたでも
・申込締切：2019年1月6日(日）
・会場：慶應義塾大学 芝共立キャンパス

2018年度

無
料

「がん」という病気は、遺伝子の異常で起きる
ことが分かってきました。がん治療における
最近の話題、がんゲノム医療と新しい治療薬
についてご紹介いたします。

【講師】
慶應義塾大学薬学部化学療法学講座
野口 耕司 准教授

■主催：慶應義塾大学薬学部
■共催：文部科学省 多様な新ニーズに対応する

「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン
―未来がん医療プロフェッショナル養成プラン－

92



第 3 回 がんプロフェッショナル研修会 アンケート集計結果

（受講者数： 107名 回収枚数： 87枚）

（１）年齢 10歳代：2名
20歳代：4名
30歳代：6名
40歳代：21名
50歳代：26名
60歳代：20名
70歳代：7名
80歳代以上：1名

（２）ご職業

会社員：32名
薬剤師：25名
パート・アルバイト：1名
学生：3名
無職：16名
その他：9名

医師・大学でのがんのプロジェクト担当・看護師
公務員・臨床心理士・自営業・薬事コンサルタント
主婦

無回答：1名

（３）本講座はどこでお知りになりましたか。
（複数回答可）

チラシ：22名
がんプロの講習会・薬局・病院の掲示板（薬剤部）
港区の施設・港区図書館・科学未来館・三田キャン
パス・会社・他学会のチラシ・都立中など

薬学部のHP：32名
全国がんプロ協議会HP：3名
港区情報誌キスポート：2名
都薬雑誌・メルマガ：5名
薬学部生涯学習からの案内：7名
健康づくり教室での案内：1名
知人からの紹介：3名
その他：15名
Miraikan・サイエンス系HP・慶應HP・三田会・聖マリ

アンナ医大病院・サイエンスポータル・病院への案内

無回答：0名

2% 5%
7%

24%

30%

23%

8% 1%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

37%

29%
1%

4%

18%

10% 1%

会社員（医療関係.
その他）

薬剤師（薬局・病

院）

パート・アルバイト

学生（慶應・その

他）

無職

その他

無回答

24%

36%
3%

2%

6%

8%

1%
3%

17%
チラシ

薬学部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

全国がんプロ協議会

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

港区情報誌キスポー

ト

都薬雑誌・メルマガ

薬学部生涯学習から

の案内
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（４）本講座を受講された理由をお聞かせください。
（複数回答可）

テーマに興味をもった：61名
自分自身にとって必要と思ったから：35名
高齢社会に関心があった：11名
無料だから：25名
慶應義塾大学の主催だから：17名
その他：3名

仕事でがんのプロジェクトを担当しているため、
地域でがん患者の心理的支援もしており
患者さんに正確な情報をしたいと思ったから他

無回答：0名

（５）本講座の内容について

内容は理解できましたか。

よく理解できた：42名
やや理解できた：31名
どちらともいえない：5名
あまり理解できなかった：2名
全く理解できなかった：0名
無回答：7名

テーマに対して興味をもてましたか。

興味をもてた：61名
やや興味をもてた：17名
どちらともいえない：2名
あまり興味がもてなかった：0名
全く興味がもてなかった：0名
無回答：7名

61

35

11

25

17

3

0

0 20 40 60 80

テーマに興味をもった

自分自身にとって必要と思っ

たから

高齢社会に関心があった

無料だから

慶應義塾大学の主催だから

その他

無回答

48%

36%

6%

2%
0% 8%

よく理解できた

やや理解できた

どちらともいえない

あまり理解できな

かった

全く理解できなかっ

た

無回答

70%

20%

2% 0% 0%8%
興味をもてた

やや興味をもてた

どちらともいえない

あまり興味がもてな

かった

全く興味がもてな

かった

無回答
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役立つ知識を得ることが出来ましたか。

得ることができた：52名
やや得ることができた：24名
どちらともいえない：4名
あまり得るものがなかった：0名
全く得るものがなかった：0名
無回答：7名

参加してよかったと思いますか。

よかった：63名
ややよかった：15名
どちらともいえない：2名
あまりよくなかった：0名
全くよくなかった：0名
無回答：7名

（６）本講座のご感想をお聞かせ下さい。

･ 限られた時間内でわかり易く説明され、終始関心を途絶えることなく拝聴できました。資料も見易
く有難かったです。市民公開講座の名でありながら、濃い内容だったと思います。現状と問題点、
問題点の存在、いくらかでも理解できてうれしいです。現在の職場で直接関連がある位置にはいな
いのですが、仕事継続の上でよい刺激になりました。

･ ゲノム、遺伝情報の基本からがんゲノム医療まで全体像を把握することができた。
･ 一般の人にわかりやすく説明していたと思う。最後の「ゲノム情報は究極の個人情報」は印象的。
･ 難しい内容を市民レベルでもわかる様にご説明頂き良かったです。PPT資料があったため先生のお

話をたくさん書き留める必要がなく助かりました。
･ Interesting topic to catch up on latest information.
･ すごく面白かった。資料もたくさんで、将来について期待と希望がもてる気がします。ガンは怖く

なくなるかな？
･ 市民公開講座ですのに、最新の高度な内容の講義を拝聴できて、とてもよかったです。また、カ

ラーのスライド資料をいただけてありがたいです。
･ 大変面白くて分かりやすかったです。新しい内容をかみくだいて誰でも分かる様に話して下さり、

ガン分子治療について理解を深められました。
･ 専門的なことも多く、難しいところもありましたが、タイムリーでとても興味深い内容でした。参

加して良かったです。
･ ガンの治療薬が昔と比べてとても多くなっていって、知識が追いつきません。もっと勉強が必要で

ある事を痛感しました。市民公開講座ですが、結構難しかったが、とても有意義な講義でした。
･ 今回参加の目的であった、免疫チェックポイントとゲノム治療について、とてもわかりやすかった

です。個人情報の問題は法的にしっかり決めてもらい、ベストな形でスタートして欲しいと思いま
した。

60%
27%

5%
0%0% 8% 得ることができた

やや得ることがで

きた

どちらともいえない

あまり得るものが

なかった

全く得るものがな

かった

無回答

73%

17%

2%
0%0% 8%

よかった

ややよかった

どちらともいえない

あまりよくなかった

全くよくなかった

無回答
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（６）本講座のご感想をお聞かせ下さい。（つづき）

･ 普段がん患者さんと接する機会が多くないため、勉強させていただきました。大変有意義なお話をありが
とうございました。患者さんに対して、家族や自分がいざ当事者となったときにも大変参考になります。

･ ゲノムとは？？難しそうだな・・・と思っておりました。昨年の本庶先生の具体的な研究内容が今日思い
がけず理解することができました。

･ 非常に分かり易い講義をありがとうございました。がんについて研究したいと考えているため、参考にな
りました。

･ 大変貴重な講義をありがとうございました。現在、老人ホームにて看護の仕事をしていますが、イレッサ
他、抗癌剤薬について、詳しく説明を受けることができたので良かったと思いました。今後も遺伝子ゲノ
ム治療について、ネットや新聞、講座等を通して学んでいきたいと思います。

･ 新人にとても分かり易く理解できた。不明でもやもやしていた部分が明らかになったところは多い。
･ 薬学・がんに興味を持っていたので、今回受講しました。がんは手術をしなければ治らないという印象が

強かったが、分子標的治療薬によって治った例を知り、さらに興味を持ちました。とても分かりやすく説
明してくださり、理解が深まりました。ありがとうございました。

･ 本学卒業のメーカー勤務の者です。基本的なところから最新のお話まで詳しく説明していただきとても勉
強になりました。

･ 詳しくわかりやすくお話いただき、大変参考になりました。化学的な進歩を背景に医療の変化を実感する
一方で、メリットやデメリットをきちんと理解することや、患者さん自身の問題がおきざりにされないよ
う現場の配慮が必要かと思いました。本日学んだことを現場で活かせるようやっていきたいと思います。

･ 変化の激しい状況が良く分かりました。使用されていた資料が非常にていねいに分かりやすく準備されて
いたので助かりました。

･ ガン治療、治療薬については開発が早く、情報についていくのがとても大変です。薬局に勤めております
ので、臨床現場の感覚がわかりずらいので今回のような講座はありがたく思います。2025、2035年問題
をかかえる中、在宅で本講座の内容の薬が使われる可能性もあるかと思います。医療関係者だけでなく市
民レベルでの知識向上は必要であると感じました。

･ 自分はがん患者としてたくさん知識を得られました。治療の方法にもビジョンができました。

（７）今後受講されたい講座のテーマ・講師など、ご希望をお書き下さい。

･ がん患者・家族のケアについて、がん以外で可能なら精神科薬物治療、糖尿病治療の最近の情勢など
･ 小児がん治療、AYA世代の治療や社会復帰、新たな予防方法や治験について
･ 免疫や漢方薬、CYP（酸化酵素）、ゲノム編集、iPSなどのテーマがあればお願いします。
･ 引き続き、がんゲノム医療に関する事項をお願いします。
･ 抗生剤、抗菌薬、病原菌、微生物、感染症
･ 認知症の予防についての解説
･ 感染症と免疫についてAMPの実際について
･ マイクロサテライト不安定性とか基礎的な部分をレギュラーの公開講座でもやってほしい。薬の方か

らがんの生理を知る事が多いが、薬剤師は逆の知識がうすい（特に臨床の薬局では）ので。
･ ①偏頭痛、②帯状疱疹とPHNわりと身近だけどややつらい病気について
･ AIについて
･ 食生活がどう人体に影響を与えているか？長寿になっていく日本への健康に長生きするポイント
･ 膵臓がん
･ インフルエンザに関する講座
･ 脳の機能障害
･ 脳関係の最新情報を教えていただきたい。
･ 医師でなく薬剤師によるセカンド・オピニオンについて（化学療法治療に関する）
･ 眼疾患に係わるテーマ
･ 免疫療法（NK細胞）
･ インフルエンザを含むパンデミックに対する話。
･ 薬剤耐性菌に対する知識と怖さ。アナウンスの仕方。抗生物質の必要性。不必要性。
･ ①糖尿病（特に1型）②副作用③稀少がん（因みに私はNETにより、昨年から糖尿病患者となり、イン

シュリン投与開始。やせているため効き過ぎて月に数回低血糖を起こします。自覚症状も辛くてなか
なか体調が安定せず就活まで至りません）
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（８）その他、ご意見がございましたらご自由にお書き下さい。

･ 市民公開講座といいながら、いつも内容興味深く、面白く聴かせていただいています。もう少し深く聴き
たい、知りたいと思うこともあり、土曜日、平日夜の開講があればと思います（同一主題複数回開講な
ど）。

･ Please consider more in MOOC format also.
･ 新しい治療法が出ると、薬局で質問されることが多く、最新治療について常にアンテナをはる必要性を感

じています。今後も患者さんに説明するときの参考になる市民講座にも参加したいと思います。
･ 薬剤師向けではない一般向けの方がわかりやすいのでこのような講座の回数をふやしてほしいです。
･ 肺がん、乳がんなど多数の患者についてとくに高齢者のデータを集中的にとりデータベースとAIで適用

（応用）可能性を上げてほしい。古いがん治療で効果/コストが低いものを早く追い越してほしい。
･ スライドをカラー印刷配布していただきとても嬉しく思います。（無料の場合、資料配布がない場合もあ

るため）
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文部科学省 研究拠点形成費等補助金（先進的医療イノベーション人材養成事業）
多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン
― 未来がん医療プロフェッショナル養成プラン ―
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連携校

東京医科歯科大学

慶應義塾大学

国際医療福祉大学

聖マリアンナ医科大学

東京医科大学

東京薬科大学

秋田大学

弘前大学
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